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1 kを実数の定数とする．1から 6の目をもつ大小 2つのさいころを同時に 1回投げて出た目をそれぞれ a，bと
するとき，2次関数 fkpxqを

fkpxq “
a
2

x2 ` pa ` b ´ kqx ´
b
2

と定める．Oを原点とする xy平面における放物線 C : y “ fkpxqと x軸との交点を x座標の値が小さい順に P，Qと
し，C と y軸との交点を Rとする．このとき，△PQRが直角三角形となる確率を P0pkq，直角二等辺三角形となる確
率を P1pkq，正三角形となる確率を P2pkqとして，以下の各問いの空欄に適する数値を求めよ．

問 1 確率 P0pkqは kの値によらずに P0pkq “ ア となる．

問 2 P1pkq ‰ 0となるような kの値を求めると k “ イ ，または k “ ウ （ただし イ ă ウ ）
となる．このとき，P1p イ q “ エ ，P1p ウ q “ オ となる．

問 3 P2pkq ‰ 0となるような kの値を求めると k “ カ ，または k “ キ （ただし カ ă キ ）
となる．このとき，P2p カ q “ ク ，P2p キ q “ ケ となる．

– 1 –



日本医科大学医学部 2023年度一般入試（前期）

2 Oを原点とする xyz空間において，次の 2つの球面 S 1，S 2 が与えられている．

S 1 : x2 ` y2 ` pz ´ 2q2 “ 1

S 2 : px ´ 1q2 ` py ´ 2q2 ` pz ´ 3q2 “ 5

S 1 と S 2 の交わりの図形を E とし，E を含む平面 πと xy平面との交線を lとする．xy平面において，lを y軸に関
して対称移動して得られる直線を mとする．lと mの交点を A，mと x軸の交点を B，lと x軸の交点を Cとし，E

上の点を Pとして四面体 PABCを考えるとき，以下の各問いに答えよ．問 4については導出過程も記せ．

問 1 πの方程式を x，y，zを用いて表せ．答えのみでよい．

問 2 xy平面内における lの方程式を x，yを用いて表せ．答えのみでよい．

問 3 xy平面内における mの方程式を x，yを用いて表せ．答えのみでよい．

問 4 四面体 PABCの体積 V の最小値を求めよ．また，そのときの Pの座標を求めよ．
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3 n “ 1, 2, 3, ¨ ¨ ¨に対して，
ˆ

3
2

x2 `
3
2

x ` 1
˙n`2

の展開式の x3 の係数を An とするとき，以下の問 1～問 3の

空欄に適する 1以上の整数を求めよ．問 4については導出過程も記せ．

問 1 An “
ア
イ

`

n ` ウ
˘`

n ` エ
˘`

n ` オ
˘

（ただし， ウ ă エ ă オ ）で

ある．

問 2 lim
nÑ8

1
n4

n
ÿ

k“1

Ak “
カ
キ

である．

問 3 lim
nÑ8

n
ÿ

k“1

1
Ak

“
ク
ケ

である．

問 4 問 1で求めた An に関して an “ n ` ウ ，bn “ n ` エ ，cn “ n ` オ とするとき，極限

lim
nÑ8

1
n2

"

pan ` bn ` cnq!
n!

*
1
n

を求めよ．ただし，必要ならば lim
tÑ8

log t
t

“ 0を証明なしに用いてよい．
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4 O を原点とする xyz 空間において，xy 平面（平面 z “ 0）内の曲線 C : y “ x2 上の点 Ppt, t2, 0q（ただし，
0 ă t ă 1）における C の接線 lと直線 x “ 1との交点を Qとする．また，Ap1, 0, 0q，Bp1, 1, 0q，Rpt, t2, t ´ t2q

（ただし，0 ă t ă 1）とする．t が 0 ă t ă 1を満たしながら動くと三角形 PQRが通過してできる立体に，線分 OA

と点 Bを付け加えた立体を K とし，その体積を V とおく．0 ő a ő 1を満たす aに対して，K と平面 z “ aの共通
部分からなる平面図形 Kpaqの面積を S paqとおく．ただし，1点あるいは線分の面積は 0とみなして考える．このと
き，以下の各問いに答えよ．問 3～問 5については導出過程も記せ．

問 1 xy 平面内における接線 l の方程式を x，y，t を用いて表せ．また，Q の座標を Qp1, ア , 0q と表すと
き， ア に入る適切な式を tを用いて表せ．答えのみでよい．

問 2 xy平面（平面 z “ 0）内の点 pa, b, 0qを 0 ă a ă 1，かつ 0 ă b ő a2 を満たすようにとる．このとき，点
pa, b, 0qが線分 PQ上の点となるように t “ ta,b p0 ă t ă 1qの値を定め，ta,b を aと bを用いて表せ．答えの
みでよい．

問 3 0 ő a ő 1を満たす aに対して，平面図形 Kpaqが，次の 1つの等式と 2つの不等式

x “ a, 0 ő y ő a2, 0 ő z ő イ

により表される平面図形と一致するように， イ に入る適切な式を yと aを用いて表せ．

問 4 S paqを求めよ．

問 5 V を求めよ．
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